
 

１ 題材について・児童の実態 
（１）題材について 
  自立活動においては，児童の実態に即した小集団活動を行っている。さらに今年度は，たてわりの集団で活
動することにより，「縦のつながり」「学級としての１つの集団」といった集団の中の一人である自分が意識
できるようなグループ編成を行っている。児童については，他学年と学習することにより，上級生から下級生
への譲り合いや言葉かけ，それをお手本として行動する下級生の姿などが見られる場面があった。しかし，自
分が楽しめればそれで良いとするような考え方や，やりたいこととやりたくないことで態度が変わってしまう
自分本位な行動が見られる場面もある。 
 本題材は，自分たちの生活の中には周りの人と活動することが多くあることに気付いたり，周りの人と一緒
に活動することの意味について考えたりしていく。 
  本時では，前時までの活動を踏まえた上で自分勝手な考えや行動をすることで，周りがどう感じるのかを考
えていく。また，企画を準備してきた児童会の児童の気持ちを考えることで，高学年は児童会の必要性，低学
年はその活動に隠された思いに気付かせたい。児童会の活動の場面を設定し，そのことについて考えることで，
第三者的に俯瞰して気持ちを見つめたり，相手の気持ちを考えたりする。次時では，自分たちの学校生活を振
り返り，目標を設定する。そして，よりよく生活するためにどのようなことが必要なのか，それぞれの児童に
意識付けをしていきたい。 

低学年から高学年までの小集団のため，「低学年はどう感じるのか」「高学年は何を思って活動しているの

か」など，たてわりでの集団を生かした学びにしていきたい。 

 

（２）指導計画 

時数 学習内容 学習のねらい  

１ 
「周りの人のために活動していること 
を見つけよう」 

・友達や家族のためにどのような活動や手伝いをしているか
を知ることができる。 

２ 
「なぜ， 
周りの人と一緒に頑張るの？」 

・周りの人と一緒に活動することの意味を知ることができ
る。 

３ 

本時 

「自分と周りの 

人の気持ちを考えよう。」 
・自分と周りの人，それぞれの気持ちを考えることができる。 

４ 
「周りの人のためにどんなこと 
ができるだろう」 

・周りの人と一緒に活動する時に自分は何ができるかを考
え，目標を立てる。 

（３）児童の実態 
  情緒学級は主に情緒面に課題がある児童（自閉症スペクトラム・ＡＤＨＤなど）が中心となっているが，実
態は多岐にわたっている。 

今年度，小集団活動を３つのたてわりのグループに分け，活動を行っている。①グループは，１年生１名，
４年生２名，５年生４名の児童で学習を進めている。「人との関わりが苦手」「我慢することが苦手」「気持
ちのコントロールがうまくできない」「自分の気持ちを伝えることが苦手」「落ち着いて話を聞くことができ
ない」などの実態がある。できないことがあると途中で投げ出してしまったり，自分の思い通りにならないと
不機嫌になったり，自分のやりたいことばかり優先してしまったりするなど，感情をコントロールできない児
童が多い。小集団活動などでの学習を通して，仲良く遊ぶために大切な事を学んだり，相手の気持ちを考えて
行動することを学んだりしているが，まだ課題は多く残っている。このような現状をふまえ，こもれび学級で
は，少人数指導，小集団活動，学級支援の学習形態で，これらの課題解決のための支援を行っている。 
 
２ 研究との関わり 

  本校の研究主題「学び合いを通して自分のよさに気付き，よりよく生きようとする子供の育成」には障がい

のあるなしに関わらず，「一人一人の違いを受け入れ尊重することの大切さ」を理解し，その心を育んでいき

たいという願いが込められている。 

 この研究主題を受けて，本学級では，自己肯定感を育みながら，自己認知力・他者理解力・コミュニケーシ

ョン力を高め，児童が互いに成長し合える基盤を作っていきたいと考える。 

  
相互理解を育む集団活動 

「自分のため 周りの人のため」 

日 時     令和元年９月１３日（金） １次公開 

場 所   こもれび学級３組 
児 童     こもれび学級 ７名（１年生１名・４年生２名・５年生４名） 
授業者     古田 尚貴（Ｔ１） 森 愛（Ｔ２） 

こもれび学級 

 
 

    自立活動 



  本学級の児童は，障がいの程度や育ってきた環境などにより，社会性の獲得に何らかの困難さを抱えており，

集団生活の中で自然に社会的スキルを獲得することができないことが多い。このことの改善のためには，必要

な社会的スキルを年齢に応じて積極的に学習する必要があることから，小集団活動や個別の指導場面でソーシ

ャルスキル獲得のための支援のあり方や方法を研究し実践している。 

 以上のような児童の実態を受けて，課題である「コミュニケーション能力」と「自己統制（セルフコントロ

ール）力」の向上のための支援を計画的に行っていきたいと考えている。 
 
＊自立活動で学習する内容と道徳的実践力との関わり 

①コミュニケーションの基本である「あいさつ」に関すること 

 （あいさつの言葉，表情，態度，場面や人に応じたあいさつ，など） 

                           【道徳の内容項目Ｂ人との関わりに関すること（礼儀）に関連】 

②「自己認知」に関すること 

 （ 自分の体や生活を振り返る，自分の体のケアの仕方，自己紹介の仕方，自分の好きなこと，自分のよ  

さをみつける，自分のことを伝える，など） 

                  【道徳の内容項目Ａ自分自身に関すること（節度・節制）（個性の伸長）に関連】 

③「相互理解のための言葉・表現」に関すること 

（ふわっと言葉とちくっと言葉，アサーティブな表現，自分の気持ちを伝える言い方，気持ちよい言葉遣い

，高学年らしい言葉遣い） 

        【道徳内容項目Ｂ人との関わりに関すること(親切・思いやり）（友情・信頼）（礼儀）に関連】 

④「相互理解のための気持ち認知」に関すること 

  （いろいろな気持ち，表情に表れる気持ち，隠れている気持ち，気持ちと行動，前向きな気持ち，など） 

                         【道徳内容項目Ａ自分自身に関すること（正直・誠実）に関連】 

                      【道徳内容項目Ｂ人との関わりに関すること（親切・思いやり）に関連】 

⑤「セルフコントロール／セルフマネジメント」に関すること 

  （ルールを守る・我慢する必要性，怒りを抑える方法，感情に対する対処方法，チャレンジすることの大

切さ，自分を客観的に把握する，自己受容，など） 

   【道徳内容項目Ａ自分自身に関すること（善悪の判断，自律，自由と責任）（正直・誠実）に関連】 

⑥「相手を大切にしたコミュニケーション」に関すること 

  （伝え方，聞き方，助けの求め方，協力の仕方，質問の仕方，提案の仕方，頼み方・断り方，褒め方， 

配慮の仕方，共感することなど） 

    【道徳内容項目Ｂ人との関わりに関すること（親切・思いやり）（友情・信頼）（礼儀）に関連】 

３ 本時の学習 
（１）本時の目標  

・自分と周りの人の気持ちを考える。 
【自立活動内容区分３人間関係の形成 項目（２）他者の意図や感情の理解】 
【道徳の内容項目と関連 内容項目Ｃ 集団や社会との関わりに関すること（勤労・公共の精神）に関連】 

（２）本時の個別目標と必要な支援     指導・支援（評価） 

 児童の実態 本時の個別目標 必要な支援 評価 

Ａ 

 

・自分の仕事を進んで行っている。

相手の立場を考えて行動する経

験は少ない。 

・自分の気持ちを発表し，交流を通

して上級生の気持ちを知る。 

・難しい言葉や表現が出てきた時には，わか

りやすく伝える。 

 

 

Ｂ 

 

・自分のやるべき仕事を面倒に感じ 

行わないなど，楽な方向に行動す

ることが多い。 

・周りの人の気持ちについて考え，

自分の学校生活について振り返

る。 

・学習に対しての集中力が続くように，その

都度言葉をかけていく。 

 

 

Ｃ 

 

・自分の考えをもっているが，上手 

に表現する事が難しい。 

・自分の考えをしっかりともち，考

えを交流する。 

・学校生活を振り返られるような言葉をかけ，

自分の考えを書けるようにする。 
 

 

Ｄ 

 

・自分のやりたいことを優先させて 

しまい，自分のやりたくないこと 

には積極的に関わらない。 

・周りの人の気持ちについて考え，

自分の学校生活について振り返

る。 

・最後まで学習に取り組めるように，活動内

容をわかりやすく伝える。 
 

 

Ｅ 

 

・やりたくないことがあっても，気

持ちを切り替えながら，最後まで

頑張ることができる。 

・自分の気持ちや周りの人の気持ち

を考え，積極的に友達と交流す

る。 

・友達の考えをしっかりと聞き，自分の学校

生活を振り返られるように言葉かけをす

る。  

 

Ｆ 

 

・自分のやりたいことを優先してし

まう時があるが，声をかけると頑

張れることが多い。 

・周りの人の気持ちを考え，自分の

学校生活について振り返る。 

・集中して学習に取り組めるように言葉かけ

をする。 

 

Ｇ 

 

・自分の考えを表現することが苦手

だが，活動には意欲的に取り組む

ことができる。 

・自分の考えを友達に積極的に伝え

る。 

・自分の考えに自信をもつことができるよう

な言葉かけをする。 
 



（３）本時の展開   （３／４） 
 児童の学習活動 教師の関わり ●支援の工夫 □評価 

導
入 

８
分 

１ ウォーミングアップ（プレー
ルーム） 

・ビニールバレー 

２ 前時までの学習を振り返る。 

・前時の振り返りをする。 

・活動の仕方を確認する。 

 

・前時までの活動を掲示物など
を使って確認する。 

・学校の場面で考えることを伝
える。 

 

 

 

●落ち着かない児童には，学習
に向かえるよう気持ちの切り
替えを促す。 

展
開 

３
０
分 

３ 本時の学習のめあてを知る。 

 

 

４ 本時の活動内容を知る。 

 

５ 個人学び 

・ワークシートにそれぞれの立
場の人の考えを記入する。 

 

 

６ 全体交流 

・考えを発表する。 

 

 

・自分はどうだったかを振り返
る。 

 

７ ペア交流 

・ふりかえりメーターについて
交流をする。 

 

 

 

 

 

 

 

８ 全体交流 

・考えを発表する。 

 

９ まとめる 

自分・相手のことを考える。  
  ・自分のことだけ考えない。 

↓イライラ   

周りの人・いやな思い  

・楽しめない 

児童会・みんなのため  

・楽しんでもらうため 

 

 

 

・本時の学習に見通しをもたせ 

る。 

 

・ワークシートを配付し，書き 

方を説明する。 

 

 

・「Ａ君の気持ち」「周りの人
の気持ち」「児童会の人の気
持ち」に分けて，考えを発表
させる。 

 

・ふりかえりメーターの説明を
する。 

 

・交流の仕方を確認する。 

①ジャンケンで順番を決める。 

②自分がつけたメーターの数値
を理由をつけて発表する。 

③相手の発表に対して，感想を
一言伝える。（４・５年生） 

④交代をして交流。 

 

 

 

 

・本時の学習をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学校生活の題材を提示する。 

 

 

●ワークシートの記入で困ってい
る児童にアドバイスをする。 

●１年生は，みんなでやる活動に
参加する時の気持ちを考える。 

□自分の気持ち，周りの人の気持ち
を考えることができたか。 

[ワークシート] 

 

 

●話している相手の方を見てう
なずくなど，反応しながら聞
くように言葉かけをする。 

 

 

●自分の考えを伝える機会を増
やす。 

 

□自分の考えを友達に伝えるこ
とができたか。[交流] 

 

 

 

自分，周りの人の気持ちを考えよう。 

＜みんなでやる活動＞ 

周りのことを考えて活動できると、みんなが楽しい。 



ま
と
め 

７
分 

１０ 本時の活動について，振り
返りシートに記入する。 

・発表する。 

 

 

 

１１ 次時の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

・次時の内容を知らせる。 

●次時で目標を立てることを伝
え，学習の見通しをもたせる。 

●思いつかない児童について
は，今回の学習でわかったこ
とや気付いたことなどを書く
よう，言葉のヒントを与える。 

 

□みんなと活動する時の自分，
周りの人の気持ちについて理
解を深めることができた。 

[振り返りシート] 

＊主に，「教師の関わり」はＴ１，「支援の工夫」についてはＴ２の動きや役割について記載した。 

 
（４）本時の評価  

・自分と周りの人の気持ちを考えることができたか。 
 
（５）教室配置図       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

４年生のＢ君 

 

１年生のＡ君 

 

周りの４年生 

 

児童会 

自分 ・相手のことを考える。   ・自分のことだけ考えない。 

↓イライラ   

周りの人 ・いやな思い ・楽しめない 児童会 ・みんなのため ・楽しんでもらうため 

＜みんなでやる活動＞ 

周りのことを考えて活動できると、みんなが楽しい。 



（７）ふり返りシート 

高学年用                    低学年用 
ステップタイム ふりかえりシート  （９/１３） 

 

 

名前
な ま え

（                    ） 

１．自分
じ ぶ ん

の気
き

もちに 近
ちか

いところに ○をつけましょう。 

①みんなで活動
かつどう

する時
とき

に大切
たいせつ

にすることがわかった。 

 

 

  

 

 

②自分
じ ぶ ん

の思
おも

い通
どお

りにいかずイライラしている時
とき

の「周
まわ

りの気持
き も

ち」がわかった。 

 

  

 

 

③周りのことを考えて活動をがんばることができそうですか。 

 

  

 

２．今日のじゅぎょうで，どんなことがわかりましたか？ 

 

 

 

 

３．今日
き ょ う

の学習
がくしゅう

の「がんばりさん」を書
か

きましょう。 

 

 

理由
り ゆ う

 

 

 

     

     

     

わかった わからなかった 

わかった 

できそう 

わからなかった 

できなさそう 

        

ステップタイム ふりかえりシート  （９/１３） 

 

 

名前
な ま え

（                    ） 

１．自分
じ ぶ ん

の気
き

もちに 近
ちか

いところに ○をつけましょう。 

①自分
じ ぶ ん

の気
き

もちについてかんがえることができた。 

 

 

  

 

 

②児童会
じどうかい

をじゅんびした高学年
こうがくねん

の気
き

もちがわかった。 

 

  

 

 

③ふりかえりメーターをつかって，学校
がっこう

生活
せいかつ

をふりかえってかんがえることができた。 

 

  

 

２．今日
き ょ う

のじゅぎょうで，どんなことがわかりましたか？ 

 

 

 

 

３．今日
き ょ う

の学習
がくしゅう

の「がんばりさん」を書
か

きましょう。 

 

 

理由
り ゆ う

 

 

 

     

     

     

わかった わからなかった 

できた 

できた 

できなかった 

できなかった 

 
 

（８）ワークシート 

高学年用 

 

 
低学年用 

 

 

名前
な ま え

 名前
な ま え

 

名前
な ま え

 

自分，周りの人の気持ちを考えよう 

自分，周りの人の気持ちを考えよう 


